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１ なごや子ども・子育てわくわくプランの概要 

 

（１） 対   象  

すべての子ども・若者と子ども・若者を取巻くすべての人と団体 

すべての子ども・若者と、子育て家庭、それにかかわる保護者、地域住民等、学校等関係者、事

業者などすべての人と団体を対象とします。 
 

 

（２） 期   間  

平成 22 年度から平成 26 年度までの 5 年間（後期計画） 

※前期計画は平成 17 年度から平成 21 年度までの 5 年間 

 

 

（３） 基 本 理 念  

子どもの健やかな育ちと若者の自立を社会全体で支えるまちなごやをめざします 

○ めざす子ども・若者の姿 

他を思いやる心を持つとともに、社会性を身につけ、豊かな人間性と創造性を備え、自分

の行動に責任を持ち、他者と共生し社会の責任ある一員として自立できる子ども・若者 
○ めざす子育て家庭の姿 

保護者が子育てについての第一義的な責任を果たすことにより、子どもが安心して生活で

きる家庭 
○ めざす社会の姿 

市、保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者の社会全体で子ども・若者や子育て家庭を

支える社会 
 
 

  

 
現 状 

(計画策定時)
目 標 結 果 

＊自分のことを好きと答える子どもの割合 ７２.８％ ７７％ ７４.４％ 

＊保護者が子育てを通じて子育てに幸福感を 
感じた割合 

７３.６％ ７９％ ７５.３％ 

＊子育てに関わる活動に参加したことのある 
市民の割合 

４１.２％ ４６％ ４３.２％ 

   ３つの指標全てにおいて計画策定時に比べ上昇しましたが、目標を達成することはできませんで

した。 

◆ 基本理念実現のために設定した３つの指標の結果
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（４） 基本理念を実現するための大人の役割  

施策を進めるにあたっては、周りの人に大切にされ、愛され、信頼されることにより子どもが

自分に自信を持ち、安心して健やかに育つことを最重視し、子どもや若者にかかわるさまざまな

立場に応じて、大人が次のような役割を果たすことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 課題及び施策の体系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策１ 虐待やいじめ等の防止と 
子どもの権利の保障 

施策２ 子どもの育ちの支援 

施策３ 子育て家庭の支援 

施策４ 仕事と生活の調和 
（ワーク・ライフ・バランス） 

子どもの自己肯定感を 

育む環境づくり 

子どもを生み、 

育てることの 

不安感・負担感や 

孤立感の軽減 

仕事と生活の 
調和の推進 

相談体制の充実 

相談機関の連携強化 

課  題 施  策

若者の自立支援 

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を 

社
会
全
体
が
支
え
る
活
動
の
推
進 

 
 
 
 
 保 護 者 

◎子どもの育ちに対する第一義的な責任 

◎子どもの年齢や発達に応じた養育 

子ども・若者 

子
育
て
家
庭

市 

◎子ども・若者に関する施策の実施  ◎大人が役割を果たせるように支援 

地域住民等 

◎子どもの見守り 

◎子ども・若者と進め

る地域活動 

学校等関係者 

◎年齢や発達に応じた学

び、育ちの支援 

◎虐待、いじめ等の解

決に向けた連携 

事業者 

◎子どもや若者の社会

的自立に向けた支援 

◎従業員の仕事と子育

ての両立支援 


